
ふくしま「テレワーク×くらし」体験支援補助金福島県では、
テレワークを

活用した本県への
移住を促進
しています。

　県外在住者が本県において、コワーキングスペースや実家などでテレワークでの生活環境を体験する際の費用の
一部を支援します。ぜひ、県外在住のご家族や知人にお知らせください。

補助金募集サイト▶ https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11025b/teleworkijuhojo.html
問 県庁地域振興課 　☎024(521）8023

１～３カ月間、本県に滞在し、テレワーク等を体験する際の
費用の一部を補助内　　容

宿泊費、住居賃料、交通費、施設利用料、レンタカー代、引越代対象経費
3/4（上限額 30万円）

短期間（５泊６日まで）、本県に滞在し、テレワーク等を
体験する際の費用の一部を補助

宿泊費、住居賃料、交通費、施設利用料、レンタカー代
9/10（上限額 １万円/泊）補 助 率

県外在住の正規雇用者やフリーランス、県外に所在する法人など対 象 者

ふくしま“じっくり”体験コース【長期コース】 ふくしま“ちょこっと”体験コース【短期コース】

☎024（983）8955
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昨
年
度
１
年
間
で
、
５
０
０
以
上
の
世

帯
が
福
島
県
に
移
住
（
定
住
・
二
地
域
居

住
）
し
ま
し
た
。

　
年
代
別
に
見
る
と
、
20
代
～
40
代
の
移

住
世
帯
数
が
全
体
の
７
割
以
上
。
首
都
圏

の
１
都
３
県
か
ら
の
移
住
が
５
割
を
占

め
、
都
市
部
で
「
ふ
く
し
ま
暮
ら
し
」
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

2020年
10月号今月の表紙 あいづ着物でさんぽ

（会津若松市）
着物で情緒あふれる会津若松市を散策する「あいづ着物でさんぽ」。写真手前／甲斐枝里子さん、写真奥／大沼美樹さん。新型
コロナ対策のため着付けスタッフはフェイスシールドを着用。詳しくは民族衣裳文化普及協会まで。　　0120（029）315

テラス石森を企画・運営
一般社団法人Switch　
代表理事　久

く
保
ぼ

田
た

 健
けん

一
いち

さん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、今
、私
た
ち
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ･

コ
ロ
ナ
の
社
会
に
お
い
て
、ど
こ
に
い
て
も
気
軽
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
ん
な「
ふ
く
し
ま
オ
リ
ジ
ナ
ル
」の
新
し
い
関
わ
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

インタビュー

活躍できる「場」を
創りたい

特 集

福
島
県
と
の
新
し
い
関
わ
り
方
、

広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
と
の
新
し
い
関
わ
り
方
、

広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
と
の
新
し
い
関
わ
り
方
、

広
が
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
と
の
新
し
い
関
わ
り
方
、

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
移
住･

定
住
の
促
進
に
加
え

て
、
関
係
人
口
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
「
関
係
人
口
」
と
は
、
観
光
に
来
た
交
流

人
口
で
も
な
く
、
移
住
し
た
定
住
人
口
で

も
な
い
、
特
定
の
地
域
と
継
続
的
に
関
わ

る
人
々
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
県
内
事
業
者
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た

め
に
都
市
部
の
副
業
人
材
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

交
流
の
促
進
や
、
福
島
に
滞
在
し
て
テ
レ

ワ
ー
ク
と
暮
ら
し
を
体
験
す
る
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
に
福
島
を
好
き
に
な
っ
て
、

さ
ら
に
は
「
住
み
た
い
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
継
続
的
な
支
援
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
と
の
関
わ
り
（
移
住
志
向
）

地域との関わりへの想い（関係人口志向）

交
流
人
口

・友人がいる
（弱） （強）

（強）

・ボランティアなどで
　頻繁に訪問

・過去に
　住んでいた
　仕事をしていた

・実家がある

・親戚がいる

リ
ピ
ー
タ
ー

二地域居住

県産品
購入

ほとんど
関わりが
ない

寄附
（ふるさと納税）

移住・定住

関 係 人 口 の イ メ ー ジ

定住人口

関係人口

 

関
係
人
口
か
ら
定
住
人
口
へ

 

若
い
人
の
移
住
、
増
え
て
い
ま
す
！

令和元年度
定住・二地域居住世帯数

県全体 509 世帯

会津地方 134 世帯

中 通 り 227 世帯

浜 通 り 148 世帯
※県庁地域振興課調べ



☎024（983）8955

2020年
10月号 読者からのお便り 「ふくしまの発酵食品」の特集を読んで、金賞受賞数7年連続日本一の「ふくしまの酒」をはじめ、福島県の味噌、醤油においても多く

の造り手が頑張っていることが分かり、まさしく「醸造王国ふくしま」を作っているのだと思います。（いわき市 60代）3

　
久
保
田
さ
ん
は
、地
域
に
課
題
を

感
じ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、地

域
の
担
い
手
と
し
て
テ
ラ
ス
石
森

を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
全
員
が
別
に
本
業
を
持
つ

副
業
人
材
。
将
来
の
選
択
肢
を
考

え
た
時
、地
元
が
選
択
肢
と
し
て
選

ば
れ
る
よ
う
に
、や
り
た
い
こ
と
が

で
き
る
場
や
機
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

テラス石森を企画・運営
一般社団法人Switch　
代表理事　久

く
保
ぼ

田
た

 健
けん

一
いち

さん

　
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
の
都
市
部
の
人

材
が
就
任
す
る
こ
と
が
多
い
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
、
テ
ラ
ス
石
森

を
拠
点
に
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
外
の
市
場
に
触

れ
て
学
ん
で
き
た
方
の
意
見
は
貴

重
。
違
う
視
点
で
視
界
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
」
都
市
部
の
人
材

の
経
験
や
ア
イ
デ
ア
は
有
用
だ
と

久
保
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

インタビュー

活躍できる「場」を
創りたい

　
田
村
市
の
廃
校
・
旧
石
森
小
学
校
を
活
用
し
て
作
ら
れ
た
県
内
初
の

複
合
型
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
テ
ラ
ス
石
森
」。
こ
こ
を
拠
点
に
、

田
村
を
何
か
し
た
い
と
思
え
る
場
所
に
し
た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
県
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト

を
利
用
し
て
久
保
田
さ
ん
ら
が
都

市
部
の
副
業
人
材
を
募
集
す
る

と
、
短
期
間
で
複
数
人
か
ら
応
募

が
。
久
保
田
さ
ん
は「
困
っ
て
い
る

こ
と
を
具
体
的
に
発
信
し
た
ほ
う

が
、
外
の
人
た
ち
は
少
し
の
知
恵

や
技
術
、
時
間
を
使
っ
て
手
助
け

し
て
く
れ
る
」と
、地
域
の
方
に
も

色
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。

　
テ
ラ
ス
石
森
で
は
テ
レ
ワ
ー
ク

が
で
き
る
環
境
を
用
意
し
て
、
地

域
の
内
と
外
を
つ
な
ぐ
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
の
人
た
ち
が
活
躍
で

き
る
場
を
創
る
た
め
に
、ま
ず
は
、

「
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を
楽

し
ん
で
や
れ
る
環
境
を
」と
の
思
い

で
、
久
保
田
さ
ん
た
ち
は
活
動
を

続
け
ま
す
。

地
域
な
ら
で
は
の
活
躍
の
た
め
に

オフィス以外にも、さまざまな
交流スペースを用意しています。

《テラス石森の活動》 《生み出したい効果》

オフィススペース、
コワーキングスペース、
多目的スペースの提供

事業サポート

交流・学びの機会の提供

雇用、
新たななりわい、
ビジネス機会の創出

事業者 ･ 起業支援

にぎわい・文化創出

オフィス稼働率は100％。田村市外の企業が７割を占める。
現在、施設を増床し、企業間の融合やテレワーク拠点としての活用を
軸に、地域外の企業誘致を進めている。

都
市
人
材
も
活
躍
中



知事メッセージ
Message

自分の生まれ育った福島県の知らないことや知りたいこと、思いがけない出来事などをいつも教えてくれる貴重な存在。それが
「ゆめだより」です。毎回楽しく読んでいます。これからも末永く…。次回も楽しみにしています。（福島市 60代） 読者からのお便り 2020年

10月号 4

「福島に住んで。」アドバイザーオンライン任命式の様子

　
県
で
開
設
し
た
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
活
用

し
て
、県
で
も
３
名
の
副
業
人
材
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
名
も「
福
島
に
住
ん
で
。」ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、柔
軟
な
ア
イ
デ
ア

と
こ
れ
ま
で
の
各
分
野
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、県
の

移
住
・
定
住
促
進
の
た
め
の
広
報
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
、

県
の
職
員
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
考
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

「
福
島
に
住
ん
で
。」

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
任
命

鈴木 亜紀子さん
すず き あ ほ づみ まさ もり さだゆきとき こ

ＮＰＯ法人
愛知ネット大府市民
活動センター

　リモートであっても、だからこそ
できる福島の魅力発信に関わる仕事
がしたいと考えており、今までの仕
事の経験や、主婦や母親という等身
大の視点を生かしていきたいと思い
志望しました。アドバイスという一
方通行なところで終わらず、今後も
移住に携わる人たちと交わり、さら
に、福島の関係人口を増やしていけ
る取り組みに永続的に関わっていき
たいです。

穂積 真人さん

株式会社
東急エージェンシー

　私は現在、東京の広告代理店で働
いています。「いつか、自分の経験や
知識を故郷福島に還元したい」と
ずっと思っていました。日々本業で
取り組んでいる、「さまざまな課題
を広告や宣伝の力で解決する」とい
う経験を生かし、少しでも福島の力
になれるよう頑張ります！

森　禎行さん

ヤフー株式会社

　これまで福島県産品ネット販売
（昨年度売上26億円）や連続テレビ
小説「エール」商品開発、メディア発
信などに取り組みました。福島には
魅力的な食が豊富で、熱意ある方が
たくさんいます。未来を信じる多く
の皆さまと協力し、福島が「日本一
住みたい県・働きたい県」になるお
手伝いをします！

アドバイザーに聞きました

　
昨
年
度
、
福
島
県
へ
移
住
さ
れ

た
方
は
過
去
最
高
と
な
り
、
特
に

若
い
世
代
の
方
々
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
移
住
を
希
望
す
る

方
に
と
っ
て
、
転
職
を
伴
う
こ
と

が
大
き
な
課
題
で
し
た
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と

に
よ
り
、
仕
事
を
変
え
ず
に
地
方

で
生
活
す
る
ス
タ
イ
ル
が
実
現
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
県
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
仕
事

と
休
暇
を
兼
ね
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
福
島
な
ら
で
は
の
暮
ら

し
と
働
き
方
を
提
案
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
に
福
島
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
誰
も
が
住

み
た
く
な
る
県
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
福
島
の
魅
力
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

誰
も
が
住
み
た
い
福
島
を

目
指
し
て

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄

キビタンの

わかる
県政

キビタンの

わかる
県政 福島県の新しいお米

福乃香
ふく　の　　か

福、笑い
ふく 　  わら

　県では、おいしいお米とお酒をつくるため、新たな品種
を研究機関で開発しています。長年の開発により、昨年度
は２種類の県オリジナル水稲品種が誕生しました。

問県庁農業振興課　☎024（521）7336

◆
品
質
と
食
味
が
優
れ
る
品
種
を
目
指
し
て
開
発
さ

れ
た
主
食
用
の
お
米
で
す
。

◆
名
称
に
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
も
、
消
費
者
の
皆

さ
ん
も
、「
福
、
笑
い
」を
手
に
し
た
全
て
の
方
に
、

笑
顔
が
訪
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。（
名
称
決
定
　
令
和
２
年
２
月
10
日
）

◆
大
粒
で
、
強
い
甘
み
と
香
り
を
持
ち
、
や
わ
ら
か

め
に
炊
き
上
が
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。

◆
令
和
２
年
は
先
行
販
売
を
行
い
、
令
和
３
年
の
秋

か
ら
は
県
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
本
格
的

に
販
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
県
産

米
の
イ
メ
ー
ジ
を
け
ん
引
す
る
存
在

に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
米
を
つ
く
り
た
い
。

香
り
高
い
日
本
酒
づ
く
り
の
た
め
に
。

◆
酒
質
が
優
れ
る
品
種
を
目
指
し
て
開
発
さ
れ
た
酒

造
好
適
米
で
す
。

◆
名
称
に
は
、
福
島
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
香
り
高
い
日

本
酒
と
な
り
、
飲
む
人
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
全

て
の
方
に
、「
福
」が
訪
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
名
称
決
定
　
令
和
元
年
12
月
23
日
）

◆
酒
造
り
で
求
め
ら
れ
る
心
白
が
入
り
や
す
い
品
種

で
す
。
醸
造
に
は
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

雑
味
が
少
な
く
、香
り
高
く
な
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。

◆
福
乃
香
を
使
用
し
た
日
本
酒
は
、
21
銘
柄
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。（
令
和
２
年
８
月
25
日
現
在
）

し
ん
ぱ
く

銘
柄
の
一
覧
は
こ
ち
ら
▼

「
福
、
笑
い
」パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
寄
藤
文
平
氏
）


